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直線 x = 1
2
上の点 Pから円 x2 + y2 = 1に引いた 2 本の接線の接点を Q, Rと

する。点 Pが直線 x = 1
2
上の x2 + y2 > 1の部分を動くとき，直線QRが通過するこ

とによってできる図形を図示せよ。
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とおくと，点 Pが x2 + y2 > 1にあることより

|t | >
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2
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を満たす。原点を Oで表すと，
∠OQP = ∠ORP = 90◦

であるから，円
x2 + y2 = 1 · · · · · · 2©

と OPを直径とする円
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は 2点Q, Rで交わる。したがって，直線QRの方程式は， 2©− 3©より
1
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x + ty = 1 · · · · · · 4©
直線QR上の点で y = 0となるのは

(x, y) = (2, 0) · · · · · · 5©
y �= 0のとき， 4©は
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以上より，直線QRが通過してできる図形は

5© または 6©
であり，図示すると，次図の網目部分となる。ただし，点 (2, 0)を含み，点 (2, 0)以
外の x軸上の点および境界線上の点は含まない。
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1◦ 直線 4©は点 Pにおける円 x2 + y2 = 1の極線である。

2◦ 4©を導いたあとは，図形的に処理してもよい。
4©を tについての恒等式とみると

(x, y) = (2, 0)
が得られるので，直線 4©は点 (2, 0)を通る直線を表していることがわかる。これ

を円 x2 + y2 = 1と 2点で交わるように動かすと，点
(

1
2

, ±
√

3
2

)
で接するときを

それぞれ限界とする領域となるが，直線QRが x軸になる場合は除外される。x軸
と円 x2 + y2 = 1の交点 (±1 , 0)が Q, Rとすれば，点 Pから引いた 2接線が平行
ということになって矛盾するからである。
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